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指定管理者

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認に当たっては、管理運営状況を事業報告書、実地調
査、利用者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次葉のとお
り、具体的な業務の実施状況等についての確認結果をコメントした上で、「モニタリ
ングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　令和４年度は、新型コロナウイルスの感染状況及び全国旅行支援（やまぐち割）等による公的支援事業によ
り、宿泊者数については、目標値を達成し、過去最高値となりました。入浴者数については、徐々に回復してお
り、令和３年度の実績値を上回りましたが、平日利用を主としたリピーターの減少（高齢化）もあり、目標値は
達成できませんでした。令和５年度は利用者アンケートの結果の実現などによる業務改善を積極的に推進し、提
供するサービスの質を向上させることにより、一層の利用者の獲得に努めることを求めます。

　令和４年度の管理運営状況については、幅広い年代の方の健康増進と休養のための施設として計画に基づき、
施設の維持管理及び業務が適切に行われており、総合的に判断して良好と評価します。
　実績値については、宿泊者数は目標値を上回り、入浴者数は目標値を下回りました。目標値を達成するため
に、更なる営業活動、企画立案、広報宣伝による集客活動を求めます。食事提供については、更なる利用者の増
加のため、地元に密着した地産地消によるメニューへの改良を引き続き行うことを求めます。
　サービス向上のため、季節感やニーズのある商品・食事の提供を行いました。
　業務内容については、条例・規則を遵守し、仕様書等に定める業務を適正に実施しています。
　収支の状況は、指定管理者において様々な経営努力が行われ、適正な範囲でした。

　令和５年度以降も、本施設の設置目的を推進するため、業務の更なる向上・充実を図り、利用の促進が図れる
よう管理運営に努めるよう求めます。また、利用者の利便性の向上及び利用促進が図れるよう、自主事業の実施
に努めるよう求めます。
　今後も健康増進と休養のための施設として、利用者に配慮した取組を続けていくことを求めます。
　利用者からの要望等にも適切に対応しており、指定管理者の努力により良好な水準を維持していると判断しま
す。今後も幅広い年代の方々に利用されるように、良好な水準の維持に努めることを求めます。　

入浴者数 宿泊者数 入浴者数 宿泊者数 入浴者数 宿泊者数 入浴者数 宿泊者数 入浴者数 宿泊者数

目標値 48,400 6,800 37,000 7,000 － － － － － －

実績値 37,485 7,810 － － － － － － － －

差 △ 10,915 1,010 － － － － － － － －
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基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　社会性（環境等への配慮）

事業収支

　経済性

団体の経営状態

　経営の健全性

　施設の設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営していました。施設運営や利用者への対応については、
公平に利用できるよう運用していました。幅広い年代の方に利用してもらい、健康増進と休養のための施設とし
て貢献しています。

　満珠荘公式ホームページやフェイスブック、インスタグラムといったSNSを積極的に活用することで県内外への
情報発信に努めていました。食事提供業務においては、「地元食材と手造り」にこだわった安全・安心な食事を
提供するとともに季節やお客様一人一人のニーズに合わせたメニュー構成にすることで、料理に対する満足度を
上げ、リピーターの増加に努めました。

　業務遂行に必要な人員配置や管理体制の維持に努め、施設の維持管理についても計画通り実施していました。

　施設の利用料金及び自主事業収入並びに施設管理費等の支出については、適正に処理され、毎月作成する業務
報告についても整理保管していました。

　緊急時の対応については、連絡体制の確保など必要な対策がとられていました。なお、防災訓練を実施すると
ともに、ＡＥＤ設置救急ステーション認定事業所として、上級救命講習修了者及び普通救命講習を受講した職員
も配置していました。また、施設賠償責任保険にも加入していました。さらに、新型コロナウイルス感染症防止
対策として、対策マニュアルを順守し、衛生強化に努めました。

　全館の照明をＬＥＤ化しており、不要箇所の照明の消灯や、冷暖房温度の省エネ設定等の徹底について実施し
ていました。また、コピー用紙は再生紙を利用し、環境へ配慮する取組を行っていました。

　事業収支について、新型コロナウイルス感染症の影響により赤字決算となりましたが、安定的かつ継続的に本
施設を管理運営できる範囲内であると認められます。

　指定管理者から提出された財務諸表等を分析した結果、財務状況については、特に大きな課題や問題はないた
め、経営状態は健全と判断しました。


